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１．社会学から見た家族

１－１　社会学は近代社会の自己認識

１－２　家族は地域社会（村落、都市）とともに社会学の主要なテーマの一つ
１－３　家族は社会学、民俗学、人類学、法律学、経済学などの対象

１－４　家族は基礎的な集団の一つ

１－５　家族という形態は、いつの時代、どんな社会においても存在
１－６　家族 family と世帯 household

１－７　定位家族 family of orientation と生殖家族 family of procreation

２．家族の類型

２－１　伝統家族モデル（現代においても継承）
· 伝統社会（農業社会を主とした）の家族形態

· 家族は生活共同体

· 家督、家系の継承

· 身分制度と多様な家族形態
· それぞれに家族規範の存在（東アジアの儒教論理）

· 日本においては、明治憲法、明治民法において強化

２－２　近代家族モデル（現代においても継承）
· 近代社会（産業社会を主とした）家族形態

· 近代社会の社会移動を背景

· 公私の分離（職住分離）：「家族は私的領域」

· 家族の機能分化

· 核家族（夫婦＋子供）：「子供の誕生」
· 性役割分業：「専業主婦の誕生」

· 恋愛＝結婚イデオロギー：「ロマンス革命」

· 家族中心主義：私生活主義：マイホーム主義

· 正常な家族形態と病理的家族形態の分類

· 近代家族の背後仮説：誰でも一度結婚して、必ず数人の子供を生み、生涯離婚することなく生涯をおえる。＝典型的家族周期
· それ以外の未婚、離婚などを家族病理として認識し、対応

· 近代家族の定着は、近代社会の出現の時点ではなく、西欧社会においても、20世紀前半に定着。日本では、戦後高度成長期になってようやく定着

２－３　現代家族モデル（単一ではない）
· 現代社会（国際化、科学技術の進展、社会構造の変化）の家族形態

· 民族的、国民的家族慣習のグローバル化

· 単一的近代家族モデルの崩壊＝多様な家族モデルの出現
· 性役割分業への疑問＝女性解放、女性の社会参加→男女共同参画社会
· 家計の不安：収入の減少、消費の拡大

· 結婚、出産に対する認識の変化（個人、家族、国家）

· 結婚形態の多様化＝晩婚化、非婚化、離婚再婚増大、国際結婚、少子化、高齢化、同性家族、ペット家族
· 個人化（個化）

· 社会学的には病理形態という考え方はとられなくなった。
· しかし、医療的、心理学的には新たな病理形態（ＤＶ、セクシャルハラスメント、幼児虐待、育児放棄、不登校）に関心を置く＝医療化社会

３．現代家族の課題
　＊介護福祉医療（親世代と自分世代）
　＊子供世代の就職、結婚

　＊相続（財産、住居、墓所、祖先祭祀）

　＊いずれも家族の枠内だけでは解決不可能

